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本講演では、XCS J2215銀河団 (z = 1.46)に属する 17個の星形成銀河を対象にした 870µm連続光 (0.2′′分解
能)とCO J =2–1輝線 (0.4′′分解能)のALMA観測の結果について報告する。はじめに、ビジビリティデータの
フィッティング解析により各放射の有効半径 Re を測定した。9個の銀河について両サイズが良い精度で測定さ
れ、どの銀河についてもCO J =2–1輝線の方が 870µm連続光よりも拡がっていることがわかった。空間分解し
たKennicutt-Schmidt関係においては、中心部でより短いガス消費時間 τdeplを有していることがわかった。これ
は中心部で特に活発な星形成活動が行われていることを示唆し、楕円銀河のバルジ形成に対応すると解釈できる。
次に、3次元動力学のモデリングツールである 3DBaroloを使った CO J =2–1輝線のガスの動力学のモデリング
を行った。CO J =2–1輝線で明るい 10天体について解析を行い、7つの銀河において、半径 5 kpcでの回転速度
から推定される力学的質量が同半径内のバリオン質量と同等、或いはそれ以下であるという結果が得られた。こ
の結果は IMFの仮定による星質量の不定性を含んでいるものの、CO光度から分子ガス質量への変換係数 αCOに
銀河系の値 (αCO = 4.36)を用いたため、分子ガス質量を多く見積もっていることに起因すると我々は考えた。力
学的質量から星質量とダークマター質量を差し引き変換係数を求めたところ、スターバースト (αCO = 1.00)と銀
河系の値の中間に相当する変換係数 (平均値で ⟨αCO⟩ = 2.9)が得られた。最後に、半数以上の銀河が半径 1–5 kpc
において平坦な回転曲線を示すことがわかり、これは≲ 1 kpcでバルジ形成が進んでいることを示唆している。


